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コ
ス
タ
リ
カ
で
は
公
的
部
門
の
経
済

活
動
に
関
与
す
る
度
合
が
高
い
。
中
央

政
府
の
他
に
自
律
性
の
高
い
公
営
組
織

が
存
在
す
る
。
こ
の
公
営
組
織
は
、
一

九
四
〇
年
か
ら
一
九
四
八
年
の
内
戦
後

に
わ
た
り
設
立
さ
れ
、
現
代
の
コ
ス
タ

リ
カ
に
お
け
る
経
済
体
制
の
基
礎
を
形

成
し
た
。

コ
ス
タ
リ
カ
の
代
表
的
大
学
で
あ
る

コ
ス
タ
リ
カ
大
学
は
カ
ル
デ
ロ
ン
＝
グ

ア
ル
デ
ィ
ア
大
統
領
の
在
任
中
の
一
九

四
○
年
に
設
立
さ
れ
た
。
同
じ
く
カ
ル

デ
ロ
ン
政
権
下
の
一
九
四
一
年
に
は
医

療
保
険
、
年
金
等
を
管
轄
す
る
コ
ス
タ

リ
カ
社
会
保
険
公
庫
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
）
が

設
立
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
に
は
内
戦

が
起
き
た
。
内
戦
は
カ
ル
デ
ロ
ン
派
と

後
に
国
民
解
放
党
（
Ｐ
Ｌ
Ｎ
）
を
設
立

す
る
フ
ィ
ゲ
ー
レ
ス
＝
フ
ェ
レ
ー
ル
派

と
の
間
で
争
わ
れ
、
フ
ィ
ゲ
ー
レ
ス
派

が
勝
利
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
フ

ィ
ゲ
ー
レ
ス
派
の
勝
利
後
に
、
カ
ル
デ

ロ
ン
政
権
下
で
設
立
さ
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

は
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年

に
は
銀
行
が
国
有
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
公
的
部
門
に
よ
る
貯
蓄
と
投
資

の
調
節
が
可
能
と
な
っ
た
。
二
〇
一
一

年
末
に
、
ナ
シ
オ
ナ
ル
銀
行
、
コ
ス
タ

リ
カ
銀
行
等
の
公
営
銀
行
は
銀
行
部
門

の
資
産
の
六
四
・
九
％
を
保
有
し
た
。

一
九
四
九
年
に
は
電
力
と
通
信
を
供
給

す
る
コ
ス
タ
リ
カ
電
力
公
社（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

が
設
立
さ
れ
た
。

一
九
四
〇
年
か
ら
の
一
〇
年
間
に
設

立
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
公
営
組
織
は
、
当

時
の
国
際
社
会
の
特
徴
で
あ
る
資
本
主

義
と
社
会
主
義
の
異
な
る
経
済
体
制
を

持
つ
国
家
の
存
在
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
ら

の
中
間
の
経
済
体
制
を
選
択
し
た
コ
ス

タ
リ
カ
の
人
々
の
意
思
の
現
れ
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
経
済
体
制
と
し
て
資

本
主
義
を
全
面
的
に
展
開
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
社
会
主
義
を
採
用
す
る
の
で

も
な
く
、
公
営
組
織
が
銀
行
、
電
力
、

通
信
を
管
理
す
る
体
制
下
で
、
初
等
・

中
等
教
育
と
医
療
を
普
及
さ
せ
る
「
人

間
本
位
」
と
呼
び
う
る
政
策
が
推
進
さ

れ
た
。
教
育
支
出
の
下
限
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
は
、
憲
法
の
条
文
改
正
に
よ
り
、
一

九
九
七
年
に
六
％
、
二
〇
一
一
年
に

八
％
と
さ
れ
た
。
一
般
政
府
の
教
育
、

社
会
保
護
、
保
健
か
ら
な
る
社
会
支
出

の
総
支
出
に
占
め
る
割
合
は
高
く
、
二

〇
〇
九
年
に
は
先
進
国
を
含
む
諸
国
の

内
で
高
位
に
位
置
し
た
。

し
か
し
、
収
入
が
不
十
分
な
下
で
の

支
出
は
高
率
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率

を
引
き
起
こ
し
う
る
。
二
〇
〇
〇
年
代

前
半
の
コ
ス
タ
リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
率
は
約
一
一
・
二
％
と
他
の
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
比
べ
高
か
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
は
、
為
替
レ
ー

ト
が
小
刻
み
に
変
更
さ
れ
る
ク
ロ
ー
リ

ン
グ
・
ペ
ッ
グ
制
度
が
、
中
央
レ
ー
ト

を
持
た
ず
、
上
限
値
と
下
限
値
か
ら
な

る
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
許
容
幅
が
次
第

に
拡
大
さ
れ
る
種
類
の
ク
ロ
ー
リ
ン

グ
・
バ
ン
ド
制
度
に
変
更
さ
れ
た
。
時

間
の
経
過
と
共
に
、
上
限
値
は
基
本
的

に
は
小
刻
み
に
減
価
さ
れ
、
下
限
値
は

概
ね
一
定
に
維
持
さ
れ
、
変
動
許
容
幅

は
次
第
に
拡
大
し
た
。ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・

バ
ン
ド
制
度
下
で
コ
ス
タ
リ
カ
中
央
銀

行
は
現
金
通
貨
と
銀
行
の
中
央
銀
行
預

け
金
の
和
で
あ
る
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ベ
ー

ス
の
伸
び
を
低
下
さ
せ
た
め
、
二
〇
〇

九
〜
一
二
年
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率

は
五
・
七
％
に
低
下
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
政
府
に
よ
る
Ｉ
Ｃ

Ｅ
の
通
信
部
門
の
民
間
開
放
へ
の
反
対

運
動
が
起
き
た
が
、
後
に
携
帯
電
話
市

場
へ
の
民
間
通
信
会
社
の
参
入
が
認
め

ら
れ
た
。
医
療
部
門
に
お
い
て
は
、
国

営
病
院
の
他
に
二
四
時
間
診
療
可
能

な
、
英
語
の
通
じ
る
私
立
病
院
が
現
れ

た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・

中
米
間
自
由
貿
易
協
定
（
Ｄ
Ｒ
―
Ｃ
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
）
批
准
の
国
民
投
票
が
行
わ

れ
、
僅
差
で
は
あ
っ
た
も
の
の
賛
成
さ

れ
た
。

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
は
為
替
レ
ー

ト
制
度
が
変
更
さ
れ
、
二
〇
〇
九
〜
一

二
年
に
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
率
が
低

下
し
た
。
ま
た
、
近
年
に
は
公
的
部
門

と
市
場
部
門
を
併
存
さ
せ
る
経
済
改
革

が
行
わ
れ
た
。
今
後
、
公
的
部
門
が
経

済
活
動
に
関
与
す
る
度
合
の
高
い
経
済

体
制
下
で
実
現
さ
れ
た
人
間
本
位
の
施

策
と
自
由
な
経
済
活
動
に
よ
り
効
率
的

な
資
源
配
分
を
達
成
す
る
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
す
る
経
済

運
営
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
興
味

深
い
。
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